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は現在では、所蔵している図書館が少ない。今回の調査では、東京都立多摩図書館、財団法人三康文化研究所附属三康 大阪児童文学館に所蔵されて ることが分かり、それら全てを閲覧した。山手が『
少年少女
譚海』
にいくつか著作を発表している既存の年譜でも分かっ た。しかし実際に『
少年少女
譚海』を創刊号から現存す
る巻号まで確認すると、これまでの年譜にもなく、 単行本化もされてい 、もしくは年譜にはあるが単行本化ていない著作を新たに多く発見出来た。その中には、実は若殿でありながら、浪人に身をやつしている主人公桃太郎侍が、お侠 女と義賊の手下と共に、 お家を乗っ取ろう 企む悪を倒し、百合姫と結ばれるという話の筋からも『桃太郎侍』の試作版と言える『飛燕一殺剣』 （昭和一一（一九三六）年三月から五月に連載）といっ 重要な著作も含まれていた。この著作は 八木氏の年譜におい 初めて記載された。しかし単行本化されておらず もちろん全集にも載っていない。 『飛燕一殺剣』については山手自身が、武蔵野次郎との「 《対談》時代ユーモアの創始」（ 『日本伝奇名作全集八』昭和四五年［一九七〇］年五月、番町書房）内に
おいて「あれ（ 『桃太郎侍』 ：執筆者註）はね、ほかの題で一ぺん書いていることがあるんです」と発言している。言及はされていながら、発見がされていないという山手樹一郎研究における独特の状況が、一つ解消された。また小説類だけでなく 口絵に附した『幕末海軍の創生』 （昭和 八［ 九四三］年七月）といった著作の発見にも至っ 。
その他にも博文館刊行の雑誌を現存
する巻号全て閲覧した結果、既存の年譜には記載全くされていない著作を新たに多く発見するに至った。 昭和三 （九二八）年九月に本名、井口長次（筆名は井口長二）の名で『少女世界』 博文館）に発表された『西瓜の爆弾』や、昭和四（一 九 一二月に口井蝶耳のペンネームで『朝日』 （博文館）に発表された『松さんの禁酒』もそれらである。この点では三康図書館にご協力をいただき、 大変お世話になっ 。加えてあらゆる出版社の大衆文学系の雑誌を出来る限り多く閲覧した結果、昭和三八（一九六三）年に『ゴールド絵本』シリーズ（講談社 の文章を担当した『安寿と厨子王』 、 昭和四三（一九六八）年八月に『サッポロ』 （サッポロビール株式会社）に発表された随筆『タクシ 嫌い』も新発見の一部
ある。
また最大の新発見と言えるのは、山
手の童話である。山手は本名で多くの童話を執筆した 先述の山手自ら制作した年譜にも、 「大正六年（一九一七）一八歳博文館発行の『幼年世界』に童話などを寄稿」と記載されている。しかし、この記述が後の年譜にそのまま孫引きされているだけで、実際 は童話は発見されていなかった。今回、『幼年世界』 （博文館）などの雑誌を調査して、それらを新たに数多く発見するに至った。 の結果、山手樹一郎の最初の著作は大正六 （一九一七） 年 『幼年世界』に発表した『鸚鵡の声』だということも新たに判明した。
今後の山手樹一郎研究
以上のような困難を手間暇かけて乗
り越えて調査した結果、これまでの年譜とは一線を画した「新・山手樹一郎著作年譜」の完成に至っ 。多くの一般読者に受け入れられた山手だが、現在までその研究はほ んど されていない。樹一郎研究の新たな一歩にこ 年譜が貢献すれば願ってもないことである。今後は山手の著作自体と共に、新たに発見した山手の童話についても論じていきたいと考えている。なお「新・山手樹一郎著作年譜」 近刊 『立教大学大学院日本文学論叢』に発表を予定し いる。
影山
亮（立教大学大学院博士
　
後期課程）
　
年末に引っ越しをした。作業が二日がかりになってしまった
のは、私の蔵書のせいだった。
引越し前に、山積みにされた本をみ
て、引越屋の兄ちゃんがぽつりと呟いた。「ヤバいっすね……。
」
なんとか新築の書庫と和室に分散し
て、段ボールを積み上げてもらったはいいが これを一つ一つ開け 、書棚に納めていくのをひとりでおこなうのは、気が遠くなる作業だった。のびたラーメンを食べるように、いくら片付けても減る様子のな 段ボールの山を
書庫とヴィレヴァンと秘密基地
　　　　　　
あるいは片付かない日々
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ながめながら、「ヤバいっすね……。 」　
と呟く私。そもそも、月に何度も古書市に通っ
て背どりまがいの買い物をしている先輩たちに比べれば、私の蔵書数なんてカワイイもんのはずだ。な に、作業は遅々とし 進まない。
片付けながら見つけた本をうっかり
読んだりしてるからだろうと、疑われるかもしれないが、幸いにそ う感傷には疎いほうである。
では何がいけないのかというと、新
しい書棚のどこに何を納めるかと うことを、ほとん 決めずにいたので、いざ収納する段階で、これどこに置くよ？
　
てなことになってしまうわけだ。
「整理整頓」 いう四文字熟語は、少なくとも私にとっては意味不明な古代エジプト語かなんかの単語だ。もともとテキトーにぶちこまれていた本を、引越屋まかせで箱詰めしたのだから、さてどうしたものやら……。
とりあえず偶然にまかせて本を入れ
てみた。
すると、ラッセル・グラント『夢の
事典』の横に、 くらももこ『ももこのしゃべりことば』が並び、その横に赤瀬川原平『新解さんの謎』 、つづい
てアナトール・フランス『赤い百合』……。なんじゃこりゃ？
こんな本をもっていたのかという今
さらの驚きとともに、なんかよくわからないけど、この無秩序感がオモチロクなってきて、じゃあ、次はなんだ？と目を閉じ 置かれた１冊は、山内マリコ『ここは退屈迎えに来 』
！
「オレは退屈じゃ ぞー！」
とかキャッキャいいながら作業して
るから、いつまでたっても片付きゃしない……。
気を取り直して、 真面目にいこうと、
「真面目に、真面目に……」と呟きながらきちんと本を並べて けば、今度は、明治書院とか有精堂とかの研究書がずらりとなら だ。 キモチワルイ……
いや、明治書院とか有精堂とかに罪
があるわけではなく、こ 狭い書庫の中で張らなくてもいい見栄を張ってる自分にムカついただけだ。
本棚は持ち主のアタマの中を反映す
る。だからひと 家に行くと真っ先に本棚をながめるし、見られた方は必死になってそれを阻止 ようとす 。
学生時代、悪友三人と後輩の家に押
しかけて、悪ノリしなが 本棚をあさっていたら、そいつは半ベソかいてい
た。別にいじめるつもりはなかったが（たぶん） 、人のアタマの中をのぞくのって、オモチロイではないか。
そして本棚と同じくらいオモチロイ
のが大学生の下宿部屋。アナーキーにして調和的な居心地のよさに、夜の更けるのも忘れてしまっ ことが幾たびあったか。ジャック・デリダと週刊プレイボーイとジム・モリスンのポスターが四畳半の一室に同居して、家主がおもむろに缶ピースに火をつけながら、「ドアーズの
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ルと燃えるんだ」というバカな告白をしたあ で、 「
N
o m
an, no cry
という
フレーズを、お前ならどう訳す？」ときいてくる、マジもジョークもつまみのドリトス程度の重さしか かった、人生でもっとも非生産的な日々……。
そういえば、ヴィレッジヴァンガー
ドの店内も、それとよ 似ている。三島由紀夫と星新一が並ぶ向かいに肩もみマシーンが置かれ、篠山紀信の写真集と山積みされたウォンカチョコレートの頭上で黒猫ジジがコルトレーンのサックスにあわせてゆらめいている……シッチャカメッチャカなのに どの商品も収まるべきところに収まっている。　
店内にいると、そこが店であること
を忘れて、誰かの部屋にいるような錯覚におちいる。
森見登美彦と出会ったのは、レイク
タウンのヴィレヴァンだった。四畳半の下宿部屋に「王国」を見出し 四畳半の語り部。窓をあけたら同じ四畳半が無限につづく空間に閉じ込められていたという大学生の話――『四畳半神話大系』 。たしかのび太君も同 ループに閉じ込められたことがあったかと思うが、登美彦氏ものび太君 系譜を受け継ぐ妄想王国の住人。
ときどきこんな夢を見る。目が醒め
ると家の中にみたことがない階段があって、それを昇っていく 知らな 部屋がある。日常のわずらわしさを忘れて、その部屋に行ってみたいといつも思う。押し入れをあけると秘密基地につながっている松本零士の『１０００年女王』は、 小学生のとき 夢だ た。　
正月に義弟の家に遊びに行ったら、
書斎の中に小さな隠し部屋が設けらていた。男には孤独になれる空間が必要なんだとキャプテン・ハーロックを気取っているが、その妻も、しっかり階段下の小さなスペース 自分専用の作業部屋を持っ 夫婦そろって私の同志だったわけだ。
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すでに多くの草稿を紹介しているよ
うに、江戸川乱歩は、若き日の資料を整理して保存していた。
今回紹介するのは、 「劇
　
病中偶感」
と題された資料である。
この原稿は、乱歩が初期資料を入れ
ていた大型の封筒のうち「
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」と分類されたものに収
められて 。同時期の資料としては「恐ろしき錯誤」草稿などが、同じ封筒で保存してあった。
乱歩の作成したスクラップブック
「貼雑年譜」では、大正九年～大正十三年がひとつの期間としてまとまっている。この間 「大阪時事新報記者」 、 「日本工人倶楽部書記長」 、 「郊北化学研究所支配人」 、 「弁護士事務所手伝」 、 「大阪毎日新聞広告部員」という職に就いている。数え年で二十七歳から三十一歳である。
乱歩は大正十一年二月に、郊北化学
研究所支配人の職に就き、池袋に転居している。乱歩は後半生を池袋 おく
ることになるのだが、それ以前に、若き日の数か月を池袋で過ごしていたのである。「貼雑年譜」には「東京市外池袋八六六（豊島師範前通駅に向って右側路地の奥）家賃三十円」と、間取り図と共に記録されている。貼られている転居通知 は「池袋驛より豊島師範 つて左側寫眞屋 裏、驛より三分の一丁計り」とある。現在の池袋駅か 西口公園の辺りだと思われる。　
名刺には「香粧品薬品類製造販売
　
庄司商行平井太郎」とある。 「東京市外池袋一三六七番地 となっている。これは立教大学の南側にあた
この研究所は、ポマードの製造をし
ていて、乱歩は瓶の意匠から各種宣伝印刷物などを考案したりしたようでる。「貼雑年譜」の記述によると、 「資本ガ案外薄弱デ」 、給料の支払いが滞ることもあり、乱歩は七月には大阪へ去っている。大阪では、守口町の父の家に住むことになる。ここで乱歩は デビュー作である「二銭銅貨」を書いたのだった。 九月二十六日から数日の間、と乱歩は記録している。
今回ここで紹介する 「劇病中偶感」
は、一枚目に記述があるように、 正
ヴィレヴァンでとっておきの一冊を
見つけた。尾方孝弘『秘密基地の作り方』 。　
友人たちと崖の斜面に穴を掘って、
ウルトラマン消しゴムを持ち込んだのが、私の栄光の基地体験だが、そんな環境に恵まれない今どきの子供たちはどうするのだろうと思ってい ら、尾方氏はちゃんと解決法を教え くれている。
ソファの上に座椅子やソファをさらに重ねます。間 できた空間が小さな秘密基地で こういうスキマは家の中にいくら も見つけられますね。さっそく私も、妻の目を盗んでやっ
てみた。
しかし、狭すぎてカラダが入 なく
て断念した……。
またしても学生時代の記憶がよみが
える。
ワレンチン・ラスプーチンのなんと
いう小説だったか忘れたが、授業でそれを訳してい とき、安岡治子先生がひとつの単語にひっかかった。「男の子が地面に穴を掘って遊んだりするんだけど、日本語で何ていったらいいんだろう……。 」
すかさず男の子たちは声をそろえて
叫んだ――基地だ！
あのとき一瞬みなが視線をかよわせ
たのを憶えている。そうか、北海道にもあったか！
　
徳島にもあったか！
長野にもあったか！
　
広島にもあった
ぞ！
そしてなにより、遠くシベリアの大
地にも基地があったことが、私たちを興奮させた。　
基地に国境はない！ひょっとしたら、世界の基地はどこ
かでつながりあっているのではないだろう 。押し入れをあけ ら１０００年女王の秘密基地への通路が開けているように。
ああ、そうか！屋根裏が他の部屋
ともつながっているということに気付いた乱歩は、基地作り 天才だったんじゃないか？　
―
―てなぐあいで、私の書庫の片付
け作業は、 いつまでたっても進まない。「幻影城」ならぬ「幻影のサグラダファミリア」に籠って、今日も蔵書整理に明け暮れている……。
（十文字学園女子大学短期大学部
　
　
准教授）
資料紹介「劇病中偶感」
